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社会福祉協議会の
あゆみと

事業の功績に学ぶ
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少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、
人
口
減
少
社
会
の
到

来
を
控
え
て
い
る
現
在
、
家
庭
や
地
域
の
支
え
あ

い
が
脆
弱
と
な
り
、
深
刻
な
福
祉
課
題
・
生
活
課

題
が
潜
在
化
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
環
境
等
の
変
化
に
対
応
し
た
新
た

な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
研
修
会
（
６

月
10
～
11
日
・
会
場
：
ホ
テ
ル
大
観
）
は
、
こ
れ

ま
で
社
協
が
取
り
組
ん
で
き
た
業
績
に
学
び
、
社

協
の
将
来
を
担
う
職
員
の
使
命
を
考
え
る
機
会
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

全
国
に
誇
る
岩
手
県
が
育
ん
だ
福
祉
の
先
人

（
見
坊
和
雄
氏
、
小
川
金
英
氏
）
の
足
跡
に
学
び

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
社
協
が
目
指
す
べ
き
姿
、

果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
話
を
要

約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

社
協
の
大
き
な
事
業
の
一
つ
は「
地
域
福
祉
の

推
進
」で
す
が
、３
・
11
以
前
を
振
り
返
る
と
、社

協
は
本
当
に
地
域
住
民
の
こ
と
を
思
い
、住
民
の

「
幸
福
の
状
況
」を
つ
く
り
だ
す（
ま
た
は
維
持
す

る
）取
組
み
を
行
っ
て
き
た
の
か
。ま
た
、職
員
全

体
が
社
会
福
祉
の
意
味
と
社
協
の
役
割
を
理
解
・

共
有
し
、地
域
の
た
め
に
努
力
し
て
き
た
の
か
。

今
一
度
、問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
思
い

ま
す
。

以
前
か
ら
県
内
社
協
で
は
財
政
基
盤
の
脆
弱
さ

や
人
材
不
足
、さ
ら
に
社
協
ポ
リ
シ
ー
の
不
徹
底
な

ど
の
課
題
が
あ
り
、大
震
災
に
よ
り
そ
の
弱
さ
に
拍

車
が
か
か
り
ま
し
た
。発
災
前
の
状
態
に
早
期
に
戻

高
校
卒
業
と
同
時（
昭
和
35
年
４
月
）に
草

創
期
に
あ
っ
た
県
社
協
に
入
職
し
、退
職（
平

成
14
年
３
月
）後
は
、い
の
ち
の
電
話
事
務
局

長
、民
生
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。当

時
本
県
は
貧
困
や
教
育
の
遅
れ
な
ど
か
ら
後

進
地
域
、日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
と
い
わ
れ
、

県
民
の
福
祉
向
上
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

中
央
社
会
福
祉
協
議
会（
現
：
全
社
協
）の

設
立（
昭
和
26
年
）に
よ
り
、都
道
府
県
社
協

の
設
置
の
機
運
が
高
ま
り
、郡
市
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
の
協
力
で
県
社
協
が
設
立（
昭

和
26
年
９
月
）さ
れ
ま
し
た
。設
立
と
共
に
初

代
事
務
局
長
に
就
任
し
た
の
は
、ア
メ
リ
カ

の
統
治
下
に
あ
っ
た
昭
和
24
年
に
岩
手
県
社

会
事
業
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局
長
に
就
任

し
た
ば
か
り
の
見
坊
和
雄
氏
で
し
た
。

見
坊
事
務
局
長
は
、「
農
繁
期
季
節
保
育
所

開
設
」「
み
ち
の
く
み
ど
り
学
園
の
設
立
」「
国

に
対
す
る
予
算
対
策
」「
福
祉
事
務
所
の
増
設

設
置
」「
全
国
大
会
の
統
合
」な
ど
に
尽
力
さ

れ
た
、全
国
に
誇
れ
る
岩
手
の
福
祉
の
先
人

で
す
。

当
時
の
見
坊
事
務
局
長
は
40
過
ぎ
た
ば
か

り
で
し
た
が
、特
に
力
の
弱
い
人
を
守
る
た

め
に
熱
心
に
事
業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

私
は
会
議
の
資
料
を
ガ
リ
版
で
謄
写
印
刷
す

る
な
ど
残
業
も
頻
繁
で
し
た
。

見
坊
事
務
局
長
の
偉
業
を
ひ
も
と
き
ま

す
。そ
の
頃
の
本
県
は
乳
幼
児
死
亡
率
が
非

常
に
高
く
、県
社
協
は
共
同
募
金
を
活
用
し

て
農
繁
期
季
節
保
育
所
開
設
の
全
県
運
動
を

展
開
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
昭
和
31
年
春

に
は
３
７
０
余
か
所
の
農
繁
期
季
節
保
育
所

が
開
設
さ
れ
、常
設
保
育
所
設
立
の
機
運
も

高
ま
り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は「
み
ち
の
く
み
ど
り
学
園
」の

設
立
で
す
。当
時
県
内
で
は
１
，０
０
０
名
近

い
長
期
欠
席
学
童
の
存
在
が
社
会
問
題
で
し

た
。半
数
が
結
核
で
あ
っ
た
た
め
、「
医
療
」

「
教
育
」「
福
祉
」を
確
保
す
る
児
童
福
祉
施
設

の
実
現
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。開
設
ま
で

の
道
の
り
は
平
坦
で
は
な
く
、全
県
あ
げ
た

懸
命
な
運
動
に
よ
り
開
設
が
叶
い
ま
し
た
。

設
立
時
に
は
県
社
協
幹
部
職
員
数
人
が
派
遣

さ
れ
、基
礎
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。

昭
和
35
年
当
時
の
県
社
協
職
員
は
約
15

人
。チ
リ
地
震
津
波
、三
陸
大
火
な
ど
有
事
の

際
は
、何
を
ど
う
支
援
す
べ
き
か
全
職
員
で

意
見
を
共
有
し
、部
長
会
議
で
決
定
し
ま
し

た
。会
議
の
多
さ
に
は
驚
き
ま
し
た
。私
の
知

る
限
り
で
は
見
坊
事
務
局
長
が
県
社
協
に
い

る
の
は
昼
食
時
く
ら
い
。日
々
調
整
に
奔
走

し
、戻
る
と
職
場
の
空
気
が
張
り
詰
め
ま
し

た
。厳
し
く
部
下
を
叱
責
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、愛
を
も
っ
て
職
員
の
心
を
大
事

に
す
る
細
や
か
な
気
配
り
の
人
で
し
た
。昭

和
37
年
に
県
社
協
を
退
職
し
、そ
の
年
に
全

社
協
に
入
職
。49
年
に
全
社
協
事
務
局
長
と

な
り
、平
成
24
年
４
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

南
部
利
英
県
社
協
初
代
会
長
の「
責
任
は

私
が
取
り
ま
す
。や
り
た
い
よ
う
に
や
り
な

さ
い
」と
の
言
葉
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。そ
の

後
の
小
野
昌
次
会
長
、小
川
金
英
会
長
、渡
邉

武
会
長
、中
村
直
会
長
、菅
三
郎
会
長
か
ら
、

地
域
住
民
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
社
協
人
に

な
る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。退
職
し
て
10

年
余
り
。福
祉
と
の
縁
が
続
い
て
い
ま
す
。地

域
に
は
生
活
保
護
世
帯
の
増
加
や
孤
立
化
な

ど
山
の
よ
う
に
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

大
事
な
の
は「
和
の
心
」で
し
ょ
う
か
。

元岩手県社会福祉協議会参事
盛岡いのちの電話事務局長

工藤 洋子 氏

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会

専
務
理
事
兼
事
務
局
長

古
内
 保
之

見
坊
初
代
事
務
局
長
か
ら
学
ん
だ

福
祉
の
心

求
め
ら
れ
る

「
社
協
人
」と
な
る
に
は



3 パートナー

20
歳
の
頃
に
子
ど
も
会
活
動
育
成
に
携
わ

っ
た
こ
と
が
、長
年
社
会
福
祉
活
動
に
携
わ

る
き
っ
か
け
で
す
。そ
の
後
、民
生
委
員
に
委

嘱（
昭
和
34
年
）さ
れ
、退
任（
平
成
16
年
）ま

で
の
間
、花
巻
市
民
児
協
会
長
、県
民
児
協
副

会
長
を
務
め
、昭
和
60
年
か
ら
花
巻
市
社
協

心
配
ご
と
相
談
所
専
従
相
談
員
を
務
め
ま
し

た
。私
が
民
生
委
員
に
な
る
前
の
こ
と
で
す

が
、県
社
協
の
設
立（
昭
和
26
年
）に
よ
り
県

民
生
委
員
連
盟
は
県
社
協
民
生（
児
童
）委
員

部
会
に
名
称
を
変
え
、初
代
会
長
に
小
川
金

英
先
生
が
就
任
し
ま
し
た
。当
時
、民
生
児
童

委
員
の
自
主
活
動
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の

が
、防
貧
と
自
立
へ
の
支
援
活
動
を
進
め
る

「
世
帯
更
生
運
動
」で
す
。

ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、明
治
38
年
生
ま

れ
の
小
川
先
生
は
14
歳
の
頃
に
両
親
と
死
別
。

馬
車
引
き
や
魚
売
り
な
ど
で
残
さ
れ
た
家
族

を
支
え
、そ
の
支
え
は
仏
の
道
で
し
た
。花
巻

の「
松
庵
寺
」住
職
に
就
任（
昭
和
11
年
）後
は

日
曜
教
園
や
子
守
学
校
な
ど
を
創
設
し
、人
々

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
に
努
め
ま

し
た
。ま
た
、そ
の
日
の
食
糧
す
ら
手
に
入
ら

な
い
貧
困
の
市
民
を
救
済
す
る
た
め
、小
川
先

生
と
花
巻
市
の
民
生
委
員
有
志
が
出
し
合
っ

た
一
万
円
を
元
手
に
、無
利
子
、無
担
保
の「
よ

る
ひ
る
銀
行
」を
創
設
し
ま
し
た
。

小
川
先
生
が
取
り
組
ま
れ
た「
よ
る
ひ
る

銀
行
」は
全
国
に
広
が
り
、こ
れ
に
よ
っ
て
相

談
を
通
じ
た
更
生
運
動
と
社
会
福
祉
が
大
き

な
つ
な
が
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、民
生
委
員

の
世
帯
更
生
運
動
、世
帯
更
生
資
金
貸
付
制
度

（
現：生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
）の
創
設
へ
と

つ
な
が
り
ま
し
た
。ま
た
、市
町
村
社
協
の
世

帯
更
生
運
動
の
取
り
組
み
と
し
て
脈
々
と
引

き
継
が
れ
、す
べ
て
の
社
協
が「
た
す
け
あ
い

金
庫（
資
金
）」を
保
有
し
て
い
ま
す
。

私
が
民
生
児
童
委
員
に
な
っ
た
昭
和
30
年

代
中
頃
は
、郡
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の

育
成
強
化
の
時
期
で
し
た
。そ
の
頃
に「
生
活

相
談
所
」を
県
内
に
つ
く
る
動
き
が
あ
り
、相

談
は
小
地
域
に
網
羅
で
き
る
よ
う
委
員
の
自

宅
を
窓
口
に
し
た
り
、委
員
個
々
が
巡
回
し

て
対
応
し
ま
し
た
。そ
の
後
、昭
和
42
年
に
国

庫
補
助
事
業
と
し
て
各
市
町
村
社
協
に「
心

配
ご
と
相
談
所
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。相
談

員
の
力
と
な
っ
た
大
屋
勇
造
先
生
の
功
績
は

大
き
く
、そ
の
理
念
は
山
崎
美
貴
子
先
生
に

受
け
継
が
れ
、そ
の
心
は
被
災
者
支
援
に
取

り
組
む
市
町
村
社
協
生
活
支
援
相
談
員
の
活

動
の
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
川
先
生
は
自
分
に
厳
し
く
人
に
は
優
し

く
が
信
念
の
人
で
し
た
。仏
教
の「
さ
ん
く
」

（
明
る
く
・
正
し
く
・
仲
良
く
）を
実
践
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
の
社
協
像
は
こ
の「
さ
ん

く
」で
進
む
こ
と
が
、県
民
の
幸
せ
に
つ
な
が

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

す
こ
と
が
当
面
の
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、大
震
災
の
支
援
活
動
の
取
組
み
に
よ

り
、地
域
の
人
々
、加
え
て
行
政
か
ら
の
一
定
の

評
価（
認
知
・
理
解
）を
頂
い
た
こ
と
は
、こ
れ
か

ら
の
社
協
運
営
の
大
き
な
力
に
な
る
も
の
と
思

い
ま
す
。今
こ
そ
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
組
織

を
上
げ
て
取
組
み
、思
い
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

組
織
力
は
更
に
高
ま
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

目
指
す
社
協
の
姿
は
▽
地
域
福
祉
の「
要
」と

な
る
こ
と
▽
そ
の
た
め
に
行
政
は
も
と
よ
り
多

く
の
機
関
・民
間
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
お
世
話
役
を
積
極
的
に
担
う
こ
と
▽
社
会
的

に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
の
相
談
支
援
機
関
、総

合
相
談
対
応
機
関
と
し
て
、住
民
の
方
々
か
ら
頼

り
に
さ
れ
、評
価
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、求
め
ら
れ
る「
社
協
人
」と
な
る
に
は
課

題
認
識
を
持
つ
こ
と
で
す
。社
会
の
中
に
は
自
ら

支
援
の
必
要
性
に
気
付
い
て
い
な
い
人
、自
ら
必

要
な
情
報
を
入
手
で
き
な
い
た
め
に
支
援
が
受

け
ら
れ
な
い
人
、Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
な
い
人
も
い

ま
す
。こ
う
し
た
社
会
保
障
制
度
の
枠
の
外
に
い

る
住
民
の
潜
在
化
し
た
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し

な
が
ら
、ソ
ー
シ
ャ
ル
・サ
ポ
ー
ト
・ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進
に
力
を
果
た
せ
る「
社
協

人
」と
な
る
に
は
▽
地
域
社
会
の
中
に
隠
さ
れ
た

生
活
課
題（
福
祉
ニ
ー
ズ
）を
敏
感
に
察
知
で
き

る
感
性
を
磨
く
こ
と
▽
性
別
、年
齢
、障
が
い
の

有
る
無
し
に
か
か
わ
ら
ず
、ど
の
人
に
も
誠
実
に

対
応
す
る
こ
と
▽
既
存
の
業
務
を
含
め
、仕
事
と

し
て
取
組
む
こ
と
が
社
協
の
役
割
に
か
な
っ
て

い
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
こ
と
▽
様
々
な
人
・関

係
機
関
と
の
連
携
を
必
要
に
応
じ
て
図
る
こ
と

だ
と
考
え
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
連
携
を
図
れ
る「
社
協
人
」と

は
▽
人
の
話
に
耳
を
傾
け
ら
れ
る
人
▽
隠
さ
れ

た「
思
い
・こ
と
」に
気
づ
け
る
人
▽
諦
め
ず
粘
り

強
く
取
り
組
め
る
人
▽
信
頼
さ
れ
る
人
間
で
あ

る
こ
と
、が
基
本
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
４
年
に
全
社
協
に
入
職
し
、25
年
に

退
職
す
る
ま
で
の
21
年
の
間
、児
童
福
祉
部
、

地
域
福
祉
部
、高
年
福
祉
部
に
在
籍
し
、企
画

部
政
策
広
報
室
参
事
、政
策
企
画
部
広
報
室

長
を
務
め
ま
し
た
。地
域
福
祉
部
在
籍
中
は

権
利
擁
護
事
業
の
制
度
化
に
力
を
注
ぎ
、制

度
化
以
降
、社
協
の
個
別
支
援
力
を
強
化
し
、

あ
わ
せ
て
資
源
間
の
連
携
や
開
発
を
目
的
に

事
例
検
討
な
ど
を
積
極
的
に
広
げ
て
い
き
ま

し
た
。

国
は
今
、生
活
困
窮
者
対
策
や
生
活
保
護

制
度
の
見
直
し
の
た
め
社
会
保
障
審
議
会
に

特
別
部
会
を
設
置
し
、生
活
困
窮
者
対
策
の

法
制
化
を
す
す
め
て
い
ま
す
。動
き
始
め
よ

う
と
し
て
い
る
生
活
支
援
対
策
の
社
会
的
背

元花巻市社会福祉協議会
心配ごと相談所相談員

高橋 久志 氏

淑徳大学総合福祉学部
社会福祉学科

准教授
山下興一郎 氏

社
協
を
取
り
巻
く
情
勢
と

こ
れ
か
ら
の
社
協
が
目
指
す
べ
き
姿

更
生
運
動
の
芽
生
え
と

小
川
先
生
の
市
民
救
済「
よ
る
ひ
る
銀
行
」
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県
が
先
に
策
定
し
た
「
岩
手
県
障
が
い
者
工

賃
倍
増
５
か
年
計
画
」（
平
成
19
年
度
～
23
年

度
）
は
、
24
年
度
か
ら
新
た
な
「
岩
手
県
障
が

い
者
工
賃
向
上
計
画
」（
平
成
24
年
度
～
26
年

度
ま
で
の
３
か
年
間
）
に
移
行
し
ま
し
た
。

前
計
画
で
掲
げ
た
平
成
23
年
度
の
目
標
工
賃

月
額
２
７
，
７
０
０
円
は
、
現
下
の
厳
し
い
経

済
情
勢
を
反
映
し
て
目
標
達
成
に
は
到
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

24
年
度
か
ら
の
新
計
画
で
は
目
標
を
達
成
す

喜
び
の
あ
る
職
場
づ
く
り
で

工
賃
向
上
に
取
組
む

「
県
障
が
い
者
工
賃
向
上
計
画
」を
踏
ま
え
て

る
取
組
み
に
、「
仕
事
を
確
保
す
る
た
め
の
方

策
」（
事
業
所
情
報
の
提
供
、
官
公
需
の
発
注

促
進
、
共
同
受
注
窓
口
の
試
行
）、「
事
業
所
の

製
品
の
製
造
と
販
売
を
支
援
す
る
た
め
の
方

策
」（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
、
工
賃
引
上

げ
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
）、「
優
良
事
例
集
の

発
行
」
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

県
社
協
に
設
置
（
平
成
21
年
度
）
さ
れ
た

「
障
が
い
者
就
労
支
援
振
興
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

就
労
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ら
が
事
業
所
と

市
場
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
事
業
所
の

抱
え
る
課
題
（
広
告
、
営
業
、
販
売

促
進
、
技
術
指
導
な
ど
）
を
多
角
的

に
支
援
し
て
い
ま
す
。
24
年
度
は
主

に
▽
沿
岸
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
新

規
の
販
売
所
や
受
託
作
業
の
開
拓
▽

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
ネ
ッ
ト
販
売

と
Ｐ
Ｒ
▽
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
に
よ

る
製
品
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
改
善
▽
イ

ベ
ン
ト
販
売
会
の
開
催
な
ど
に
取
組

み
ま
し
た
。
今
年
度
は
こ
れ
ら
に
加

え
て
、
優
先
調
達
推
進
法
対
応
な
ど

共
同
発
注
窓
口
と
し
て
の
機
能
充
実

な
ど
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

誇
り
と
喜
び
を
持
っ
て
働
け
る
職

場
づ
く
り
で
、
工
賃
向
上
に
取
組
む

２
事
業
所
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

平成23年度平均工賃（賃金）月額の実績について
（平成22年度）
15,783円 ➡ （平成23年度）

16,291円

岩手県障がい者工賃向上計画（平成24年度～26年度）
年度

平成24年度 17,300円 190円
平成25年度 17,900円 200円
平成26年度 18,500円 210円

月額目標工賃額 １時間の平均額

景
に
は
▽
生
活
保
護
受
給
者
数
の
増
加（
２

０
１
３
年
：
２
１
５
万
人
、特
に
稼
働
世
代
の

40
代
層
▽
進
む
社
会
的「
孤
立
」▽
非
正
規
雇

用
、な
ど
の
問
題
が
重
な
り
合
っ
て
顕
在
化

し
て
い
ま
す
。

生
活
困
窮
者
の
生
活
支
援
の
在
り
方
に
関

す
る
特
別
部
会
に
よ
る
と
、問
題（
困
窮
状
態

か
ら
の
脱
却
）解
決
に
は
▽
生
活
保
護
に
至

る
前
段
階
の
早
期
支
援
▽
地
方
自
治
体
が
実

施
主
体
と
な
り
民
間
団
体
と
協
働
す
る
。

ま
た
、解
決
法（
新
た
な
仕
組
み
）に
は
▽

生
活
困
窮
者
の
自
立
ま
で
を
包
括
的
・
継
続

的
に
支
え
る
新
た
な
相
談
体
制
の
構
築
▽
就

労
に
向
け
た
生
活
訓
練
・
社
会
訓
練
、技
術
習

得
訓
練
を
有
期
で
行
う
事
業
▽
中
間
就
労
▽

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
支
援
体
制
の
全
国
的
な

整
備
、な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
社
協
の「
社
協
・生
活
支
援
活
動
強
化
方

針
」を
み
る
と
▽
生
活
支
援
活
動
の
取
組
み

を
、こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
心
配
ご
と
相
談
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
、住
民
参
加
型

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
、安
心
生
活
創
造
事
業
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
、発
見
と
気
づ
き
、総
合
相
談
を
、地
域
支

援
と
個
別
支
援
を
一
体
的
に
進
め
る
観
点
で

強
化
し
て
い
く
▽
社
協
の
仕
事
は
、地
域
支
援

と
個
別
支
援
を
組
織
的
に
一
体
的
に
進
め
る

視
点
で
事
業
や
活
動
を
す
す
め
て
い
く
、と
い

っ
た
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
評
価
と
強
化
を
、生

活
問
題
の
諸
相
や
課
題
を
見
極
め
な
が
ら
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
社
協
の
取

組
み
課
題
に
は
▽
地
域
社
会
の
変
化
を
と
ら

え
た
中
で
の
役
割
▽「
一
億
総
中
流
」か
ら

「
格
差
社
会
」の
流
れ
に
対
応
す
る
役
割
▽
社

会
保
障
財
源
の
増
大
、持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
が
め
ざ
さ
れ
る
中
で
の
役
割
、が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
は
▽
よ
り
複
雑
・
深
刻
化
す
る
個

人
・
家
族
・
地
域
問
題
の
相
談
組
織
▽
専
門
分

化
す
る
福
祉
制
度
に
お
け
る
仲
介
役
、総
合

力
が
生
か
せ
る
組
織
▽
社
会
福
祉
の
問
題
を

常
に
発
見
、解
決
に
取
り
組
む
た
め
の
柔
軟

な
協
議
体
組
織
▽
役
職
員
の
総
合
力
の
み
な

ら
ず
、地
域
住
民
や
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
・
事
業
所
の
総
合
力
を
整
え
る
▽
人
・

組
織
が
交
流
で
き
、協
力
で
き
る「
場
」と
し

て
の
存
在
の
必
要
、が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

制
度
や
事
業
に
魂
を
入
れ
、い
ろ
ん
な
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
社
協
人
の
仕
事
で

す
。自
信
な
く
仕
事
を
す
る
若
い
職
員
の
ケ

ー
ス
も
あ
り
、管
理
職
に
は「
気
づ
く
力
」で

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。情
報
を
発
信
す
る
チ
ャ
ネ
ル
を
多
く
し
、

行
政
や
関
係
者
と
対
等
に
話
す
力
を
磨
く
こ

と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。


	1307_02_130829
	1307 2
	1307 3

	1307 4

